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名古屋大学大学院 

教授 森川 高行 
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＜研究の概要＞ 
 都心部の交通環境を改善するため、ITSを活用して「入域賦課金」と「駐車政策」を組み合わせた、「日
本型ロードプライシング」を開発する。 
 
＜研究継続の妥当性評価＞ 
研究の進捗状況、研究成果の見通し、ともに良好であり、現行のとおり研究を推進することが妥当であ

る。 

 


